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次
の
「
対
象
者
」

の
公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、

浄
化
槽
の
受
益
者
負（
分
）
担
金

を
、
減
免
割
合
の
区
分
に
応
じ
て

減
免
し
ま
す（
既
に
納
付
済
み
の

負（
分
）担
金
は
還
付
し
ま
す
）。

❶
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
市
設
置
型
浄
化
槽

の
受
益
地
に
住
宅
を
建
て
、
大
震

災
で
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
受
益
者
（
全
壊
ま
た
は
大

規
模
半
壊
と
す
る
）

❷
り
災
証
明
書
に
よ
り
住
宅
が
、

全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
と
判
定

さ
れ
、
同
じ
土
地
ま
た
は
新
た
な

土
地
で
、
新
築
な
ど
に
よ
り
受
益

を
受
け
る
人（
市
外
で
被
災
し
、

そ
の
後
市
内
に
住
所
を
移
し
た
上

記
に
該
当
す
る
人
や
、
上
記
に
該

当
す
る
人
で
こ
れ
ま
で
に
申
請
を

し
な
か
っ
た
人
）

【

平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
建
設
部
下
水
道
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
な
土
地
に
新
築
の
場
合
＝

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
排
水

設
備
設
置
の
申
請
を
し
た
人  

▼
同
じ
土
地
に
新
築
な
ど
の
場
合

＝
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

設
ま
た
は
改
修
な
ど
の
排
水
設
備

設
置
申
請
を
し
た
人

※
期
日
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
人

　

は
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
の

　

で
、
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

建
設
部
下
水
道
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　伊澤晃
あきら

さんの後任に、９月

５日付で登米吉田土地改良区の

佐々木　市さん（米山町・新田）

が選任されました。任期は平成

26年７月 23日までです。

市農業委員会委員（団体推薦・
登米吉田土地改良区）

　
「
傾
聴
」
と
は
、
相
手
の
話
を

じ
っ
く
り
聴
き
受
け
と
め
る
こ

と
、
相
手
の
存
在
を
認
め
る
こ
と

で
す
。
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に

考
え
る
人
た
ち
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
お
互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
た
め
「
傾
聴
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

仙
台
傾
聴
の
会
代
表
・

森
山
英え

い

子こ

氏南方
庁
舎
２
階（
大
会
議

室
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
た
い
人（
先
着
30
人
）

電
話

10
月
18
日（
金
）

市

民
生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保

健
係
）　　
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総
務
省
で
は
、
10
月
21
日（
月
）

か
ら
27
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
へ
の
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
お

手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
左
記
の
日
程
で
特

設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政

相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

　

各
地
で
古
く
か
ら
種
を
採
取
し

て
栽
培
さ
れ
て
き
た
在
来
品
種
の

野
菜
は
、
経
済
効
率
優
先
の
風
潮

の
中
、
多
く
が
消
滅
し
て
い
る
一

方
、
近
年
、
そ
の
価
値
が
再
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
登
米

市
と
し
て
も
長
い
歴
史
の
中
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
〝
地
も
の
〞
の
価

値
を
再
認
識
し
、「
登
米
市
伝
統

野
菜
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

在
来
野
菜
の
ほ
か
、
伝
統
農
法
や

伝
統
料
理
、
食
に
ま
つ
わ
る
風
習

な
ど
も
地
域
の
貴
重
な
資
源
と
し

て
調
査
し
、
存
続
に
向
け
た
施
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
で
作
付
け
さ

れ
て
い
る
在
来
野
菜
な
ど
の
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
迫

町
北
方
地
区
の
「
観か

ん

音の
ん

寺じ

セ
リ
」

や
、
石
越
町
の
「
長な

げ

た
下
田
う
り
」

な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
記
の
こ
と
に
関
わ
る
こ
と

で
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

❶
市
内
で
「
ず
だ
ね（
地
種
）」
を

採
っ
て
野
菜
を
作
付
け
し
て
い
る

人
や
集
落
の
情
報

❷
市
内
で
伝
統
農
法
を
続
け
て
い

る
方
の
情
報（
例
＝
馬
耕
、
養
蚕

な
ど
）

❸
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
料
理
や
、

食
に
ま
つ
わ
る
風
習
に
関
す
る
情

報（
例
＝
「
こ
の
家
で
は
に
ん
に

く
を
植
え
る
と
災
い
が
起
き
る
」

な
ど
）

事
務
局
（
産
業
経
済

部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
）
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